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日
本
原
子
力
学
会
に
は
、
原
子
力
技
術
の
維
持
伝
承
さ
ら
に

発
展
に
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
の
責
任
あ
る
活
躍
と
、
他
世
代
、

次
世
代
へ
の
意
味
あ
る
貢
献
を
目
的
と
し
た
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
会
が
あ
る
。
連
絡
会
に
は
シ
ニ
ア
の
み
で
な
く
、

こ
の
活
動
に
積
極
的
に
連
携
で
き
る
中
堅
世
代
も
参
加
し
て
い

る
。
若
手
、
特
に
学
生
が
原
子
力
を
正
し
く
理
解
し
、
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
考
え
、
進
ん
で
原
子
力
の
世
界
で
積
極
的
に

貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
シ
ニ

ア
と
学
生
と
の
対
話
会
が
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
的
な
活

動
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
大
学
や
高
専
と
二
○
年
間
に
三
○

○
回
近
く
の
対
話
活
動
を
実
施
し
、
参
加
し
た
学
生
は
七
千
名

を
超
え
て
い
る
。

　

一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
、
東
京
都
市
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
「
対
話
イ
ン
都
市
大
学
二
○
二
四
」
が
開
催
さ

れ
た
。
二
○
年
前
に
記
念
す
べ
き

第
一
回
対
話
会
が
こ
こ
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
東
京
都
市
大
学
か
ら

学
部
一
年
生
二
名
、
二
年
生
四
名
、

三
年
生
、
修
士
一
年
、
東
京
科
学

大
学
修
士
二
年
各
一
名
、
計
九
名

の
学
生
が
参
加
し
た
。
シ
ニ
ア
か

ら
は
、早
野
睦
彦
（
元
三
菱
重
工
）、

松
永
一
郎
（
元
住
友
金
属
鉱
山
）、

石
川
博
久
（
元
原
子
力
機
構
）、

星
野
知
彦
（
日
本
原
電
）、
デ
フ

ラ
ン
コ
真
子
（
日
揮
グ
ロ
ー
バ
ル
）

の
各
氏
と
筆
者
の
計
六
名
が
参
加

し
た
。
第
一
回
対
話
会
に
学
生
側

担
当
者
だ
っ
た
羽
倉
尚
人
准
教
授

(

都
市
大)

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
と
し

て
参
加
し
た
。

　

第
一
回
対
話
会
に
シ
ニ
ア
側
担

当
者
だ
っ
た
松
永
氏
に
よ
る
開
会

挨
拶
で
は
、
今
年
策
定
さ
れ
る
第

七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
「
原
子
力
を
積
極
的
に
活
用
」

と
の
言
葉
が
入
り
、
学
生
が
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
場
が
大
き
く

拡
が
る
こ
と
に
触
れ
た
。
続
く
早
野
氏
に
よ
る
「
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
現
状
と
課
題
～
原
子
力
の
役
割
と
将
来
～
」
と
題
す

る
基
調
講
演
で
は
、
社
会
に
生
き
る
か
ら
に
は
リ
ス
ク
と
共
存

す
る
覚
悟
と
決
意
を
持
つ
と
と
も
に
、
冷
静
に
次
世
代
革
新
炉

を
見
つ
め
て
欲
し
い
と
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
原
子
炉
の
寿
命
と
新
増
設
の
関
係
や
日
本
の
原
子
炉
の
輸

出
可
能
性
等
に
関
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
突
い
た
質
問
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
対
話
を
行
っ
た
。
対
話
一
で

は
、
三
グ
ル
ー
プ
と
も
「
第
七
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を

共
通
テ
ー
マ
と
し
、対
話
二
で
は
グ
ル
ー
プ
Ａ
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

原
子
力
の
現
在
の
情
勢
」、
グ
ル
ー
プ
Ｂ
が
「
核
融
合
の
現
状
・

課
題
、
原
子
力
人
材
育
成
」、
グ
ル
ー
プ
Ｃ
が
「
廃
止
措
置
、
再

稼
働
」
を
各
テ
ー
マ
と
し
て
、
学
生
が
モ
デ
レ
ー
タ
を
務
め
て

対
話
を
実
施
し
た
。
対
話
後
に
は
結
果
を
ま
と
め
て
グ
ル
ー
プ

毎
に
学
生
か
ら
発
表
し
た
。
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
用
い
て
発
表
資
料
を
作
成
し
た
と
報
告
さ
れ
、
新
し
い
時

代
を
感
じ
た
。
最
後
に
星
野
氏
よ
り
、
講
評
と
閉
会
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
た
。
学
生
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
て
対
話
会
を
企
画
運
営
し
た
こ
と
、
自
主
的
な
テ
ー

マ
設
定
と
仲
間
や
シ
ニ
ア
と
積
極
的
に
議
論
す
る
高
い
意
欲
が

評
価
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
別
階
で
懇
親
会
が
一
時
間
程
開
催
さ

れ
、
原
子
力
の
話
ば
か
り
で
な
く
、
今
後
の
進
路
や
学
生
生
活
、

趣
味
な
ど
の
話
に
花
が
咲
い
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に
生

き
る
動
物
（
そ
の
七
）
を
紹
介
し
た
い
。
先
月
に
引
き
続
き
、

ウ
ィ
ー
ン
市
の
南
東
か
ら
北
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
ド
ナ
ウ
川

周
辺
に
生
息
す
る
水
鳥
の
う
ち
、
サ
ギ
類
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

ア
オ
サ
ギ
は
ド
ナ
ウ
川
沿
い
で
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
大
型
の
サ

ギ
。
鋭
い
く
ち
ば
し
で
魚
、カ
エ
ル
、小
型
哺
乳
類
な
ど
を
捕
食
。

浅
瀬
で
静
か
に
獲
物
を
待
ち
、
素
早
く
捕
ら
え
る
捕
食
ス
タ
イ

ル
が
特
徴
。
ダ
イ
サ
ギ
は
純
白
の
羽
毛
が
美
し
い
大
型
の
サ
ギ
。

主
に
魚
や
小
型
の
無
脊
椎
動
物
を
捕
食
。
浅
瀬
で
長
い
脚
を
活

か
し
て
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
獲
物
を
探
す
。
コ
サ
ギ
は
ダ
イ

サ
ギ
よ
り
小
型
で
、
全
身
に
白
い
羽
毛
。
浅
瀬
で
小
魚
や
エ
ビ
、

昆
虫
を
捕
食
。
俊
敏
な
動
き
で
水
中
を
歩
き
な
が
ら
獲
物
を
追

う
姿
が
特
徴
的
。
ゴ
イ
サ
ギ
は
夜
行
性
の
中
型
サ
ギ
で
、
昼
間

は
木
陰
や
茂
み
に
隠
れ
て
休
む
。
小
魚
や
カ
エ
ル
、昆
虫
を
捕
食
。

背
中
が
黒
、
翼
が
灰
色
、
体
の
下
部
が
白
の
独
特
な
配
色
。
ア

カ
ア
シ
シ
ギ
は
、
体
は
光
沢
の
あ
る
赤
褐
色
、
湿
地
や
川
辺
に

生
息
す
る
中
型
サ
ギ
。
ド
ナ
ウ
川
沿
い
で
は
渡
り
の
時
期
に
見

ら
れ
る
。
サ
ギ
類
は
ド
ナ
ウ
川
の
豊
か
な
水
辺
環
境
に
依
存
し
、

魚
類
や
無
脊
椎
動
物
を
食
べ
る
こ
と
で
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
市
内
を
北
か
ら
南
に
流
れ
る
鴨
川
周
辺
に
生
息

す
る
サ
ギ
類
の
う
ち
、
ア
オ
サ
ギ
は
日
本
最
大
級
の
サ
ギ
で
、

体
長
約
九
○
セ
ン
チ
。
全
身
が
灰
色
で
、
首
が
長
く
、
飛
ぶ
と

き
は
首
を
Ｓ
字
に
折
り
た
た
む
。
頭
部
の
黒
い
冠
羽
が
特
徴
的
。

主
に
魚
を
餌
と
し
、
じ
っ
と
動
か
ず
待
ち
伏
せ
し
て
捕
食
す
る

こ
と
が
多
い
。
一
羽
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
繁
殖

期
に
は
コ
ロ
ニ
ー
を
作
る
。
コ
サ
ギ
は
体
長
約
六
○
セ
ン
チ
で

真
っ
白
な
体
色
が
特
徴
。
く
ち
ば
し
は
・
足
は
黒
い
が
、
指
先

が
黄
色
い
の
が
目
印
。
浅
瀬
で
泳
が
ず
、
水
辺
を
歩
き
な
が
ら

鋭
い
く
ち
ば
し
で
小
魚
や
エ
ビ
、
カ
エ
ル
な
ど
を
捕
食
。
ダ
イ

サ
ギ
は
体
長
約
九
○
セ
ン
チ
、
白
色
の
羽
毛
を
持
つ
。
繁
殖
期

に
は
く
ち
ば
し
が
黒
く
な
り
、
目
の
周
囲
が
緑
色
を
帯
び
る
。

浅
瀬
や
川
岸
で
小
魚
や
カ
エ
ル
を
捕
食
。
冬
季
に
多
く
見
ら
れ

る
。
ゴ
イ
サ
ギ
は
夜
行
性
の
サ
ギ
で
、や
や
ず
ん
ぐ
り
し
た
体
型
。

成
鳥
は
青
み
が
か
っ
た
黒
い
背
中
と
白
い
腹
部
を
持
ち
、
頭
部

に
は
二
～
三
本
の
白
い
冠
羽
。
若
鳥
（
幼
鳥
）
は
茶
色
で
、
体

全
体
に
白
い
斑
点
。
小
魚
、
エ
ビ
、
昆
虫
な
ど
を
主
食
。
鴨
川

周
辺
で
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
ア
オ
サ
ギ
。
大
き
く
灰
色
の

体
色
は
目
立
ち
、
鴨
川
の
河
原
や
浅
瀬
で
じ
っ
と
佇
む
姿
は
象

徴
的
で
あ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、

筆
者
は
昨
年
十
月

に
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
入
会
し
、

対
話
会
は
今
回
が

初
参
加
だ
っ
た
。
学
生
の
行
動
力
と
積
極
的
な
発
言
が
印
象
的

で
、
我
が
国
の
将
来
は
明
る
い
と
感
じ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ド

ナ
ウ
川
河
畔
か
ら
ア
オ
サ
ギ
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
京
都

で
も
鴨
川
沿
い
を
散
歩
中
に
ア
オ
サ
ギ
に
遭
遇
し
た
。
近
く
で

見
る
と
思
っ
た
よ
り
大
き
い
。
今
月
も
両
地
に
生
き
る
動
物
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ド
ナ
ウ
川
河

畔
に
佇
む
ア
オ
サ
ギ
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 　

   

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　

   

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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東京都市大学における対話会の様子


